
令和８年度　学力向上アクションプラン 学校番号 206

学年 学年
年度 国語 数学 合計 年度 国語 数学 英語 国語 数学 ＧＴＥＣ

令和１２年度の目標 令和１２年度の目標

令和１１年度の目標 令和１１年度の目標

令和１０年度の目標 令和１０年度の目標

令和９年度の目標 令和９年度の目標

令和８年度の目標 -4 -4 -8 令和８年度の目標 -3.0 2.0 0.5 -5.0 -3.5 -2.0
令和７年度の結果 -5 -12 -17 令和７年度の結果 -3.7 -1.9 -2.3 -8.1 -4.2 0.8
令和６年度の結果 -8 -13 -21 令和６年度の結果 -5.8 2.5 0.1 -7.4 -7.3 -4.9
令和５年度の結果 -5 -4 -9 令和５年度の結果

年度
内容

全体的な学力を向上させる。

・ドリルパークを含めたデジタルドリルを積極的に活用させる。

・国語・数学の学習コンテストに取り組むことで学習習慣を確立させ

ると同時に、基礎学力の保障へつなげる。

第２学年

第３学年

【成果】
・区学力調査において、前年度に比べて数学、英語の平均正答率
が上昇した。
【課題】
区学力調査において、前年度に比べて国語の平均正答率が減少
した。

【成果】
・全国学力調査において、前年度に比べて国語、数学の平均正答
率が上昇した。
【課題】
・全国学力調査において、東京都との差について国語、数学はとも
に下回っている。

第１学年

【成果】
・区学力調査において、前年度に比べて国語の平均正答率が上
昇した。
【課題】
区学力調査において、前年度に比べて数学、英語の平均正答率
が減少した。

国語の平均正答率を上昇させる。

数学・英語の平均正答率を上昇させる。

・ドリルパークを含めたデジタルドリルを積極的に活用させる。

・数学，英語の学習コンテストに取り組むことで学習習慣を確立させ

ると同時に、基礎学力の保障へつなげる

・ドリルパークを含めたデジタルドリルを積極的に活用させる。

・国語の学習コンテストに取り組むことで学習習慣を確立させると同

時に、基礎学力の保障へつなげる。

学校全体

【成果】
・前年度と比較し、全体的に学力は向上している。

【課題】
・国語の平均正答率が低い。

・すべての教科において平均正答率を上昇させ、東京都

や全国との差を縮める。

・１つのでも多くの教科で東京都や全国の差をプラスに

していく。

・日々の授業を改善し、学習意欲を高める工夫を行う。。

・小テストなどを繰り返し行い、基礎的な学力の向上を図る。

・学習用一人１台端末の効果的な活用に向けて，ICT支援員等による

校内研修を継続して実施する。

江戸川区立松江第四中学校

第3学年

「全国学力・学習状況調査」平均正答率東京都との差

第１学年

「江戸川区学力調査」平均正答率全国との差

第２学年

令和７年度
成果と課題

令和８年度

目標 目標達成に向けた取組


